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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第82期

第２四半期連結
累計期間

第83期
第２四半期連結
累計期間

第82期
第２四半期連結
会計期間

第83期
第２四半期連結
会計期間

第82期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 9,051,1268,746,4514,503,1164,267,50417,914,097

経常利益又は経常損失（△)（千

円）
332,138△66,581 94,501△114,417 496,815

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
171,425△75,613 42,992△100,201 238,783

純資産額（千円） － － 4,506,8504,408,3324,577,366

総資産額（千円） － － 11,322,34011,226,43811,438,278

１株当たり純資産額（円） － － 285.39 279.16 289.87

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

10.82 △4.79 2.72 △6.35 15.10

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 39.79 39.24 40.00

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
539,860 127,335 － － 1,006,382

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△195,907△135,476 － － △329,133

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△356,768△169,642 － － △454,015

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,434,5511,492,8181,670,602

従業員数（人） － － 219 214 214

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 214 (29)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は、(　)内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 110 (13)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、(　)内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

　
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　

前年同四半期比（％）

油脂・油粕部門 3,629,224 －

石けん・化粧品部門 127,641 －

その他部門 24,340 －

合計（千円） 3,781,207 －

　（注）１．金額は生産価格によっており、セグメント間の内部振替後の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）仕入実績

　当第２四半期連結会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

　
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

 

前年同四半期比（％）

油脂・油粕部門 167,275 －

石けん・化粧品部門 10,359 －

その他部門 13,926 －

合計（千円） 191,562 －

　（注）１．金額は仕入価格によっており、セグメント間の内部振替後の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

当社グループは受注生産を行っておりません。

(4）販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

　
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　

前年同四半期比（％）

油脂・油粕部門 4,047,393 －

石けん・化粧品部門 175,756 －

その他部門 44,353 －

合計（千円） 4,267,504 －

　（注）１．金額は売上価格によっており、セグメント間の内部振替後の数値によっております。

２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年7月 1日
至　平成21年9月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年7月 1日
至　平成22年9月30日）

販売高 (千円) 割合（％） 販売高 (千円) 割合（％）

 東亜商事㈱ 531,910 11.8 627,698 14.7

３．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。 　
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間における我が国経済は、新興国の経済成長や政府の経済対策効果などを背景に、一部に

明るい兆しが見られたものの、依然として雇用情勢は改善されず、個人消費の回復が遅れるとともに、穏やかなデフ

レが続くなど厳しい状況で推移しました。

植物油業界におきましては、海外原料価格などが時間の経過とともに騰勢を強め原料コストが大幅に増加するな

かで、油脂製品の連産品である油粕価格が低迷するなど収益面におきまして大変厳しい経営環境となりました。

こうした状況のなかで、当社グループは、油脂製品では、顧客ニーズを十分に踏まえたきめ細かな営業活動を展開

し、食油の主力製品及び工業油につきましては販売数量の増加を図ることができましたが、販売価格の低下を主因

として売上高は減少いたしました。なお、油粕につきましては生産量の制約から、せっけん・化粧品につきましては

個人消費の低迷を受けて、それぞれ販売数量は減少し売上高も減少いたしました。

　また、収益面におきましては、コスト削減の取組みを強化する一方で、海外原料相場などの上昇を反映した適正な

価格の実現に取組んでまいりましたが、デフレ環境の中で十分な改定を図ることができず、大幅な収益悪化のやむ

なきに至りました。

　これらの結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は4,267百万円(前年同期は4,503百万円）、経常損失114

百万円(前年同期は経常利益94百万円）、四半期純損失100百万円(前年同期は四半期純利益42百万円）となりまし

た。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、第１四半期連結会計期間末より330百万円減

少しましたので、1,492百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間において、営業活動の結果使用した資金は136百万円（前年同期260万円の獲得）とな

りました。これは主に税金等調整前四半期純損失の計上及び棚卸資産の増加によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間において、投資活動の結果使用した資金は61百万円（前年同期76百万円の使用）とな

りました。これは主に有形固定資産の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間において、財務活動の結果使用した資金は132百万円（前年同期57百万円の使用）と

なりました。これは主に借入金の返済及び配当金の支払によるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、26百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあ

りません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 16,060,000 16,060,000
㈱東京証券取引所

市場第二部

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は1,000株で

あります。

計 16,060,000 16,060,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
－ 16,060 － 1,351,300 － 814,596
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（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　三井物産株式会社

東京都中央区晴海１－８－1２　晴海アイ

ランドトリトンスクエアオフィスタワーZ

棟

1,053 6.56

　農林中央金庫 東京都千代田区有楽町１－13－２ 770 4.79

　ボーソー油脂持株会 千葉県船橋市日の出2－17－1 724 4.51

　日清オイリオグループ株式会社 東京都中央区新川１－23－1 714 4.45

　双日株式会社 東京都港区赤坂6－1－20 685 4.27

　共栄火災海上保険株式会社 東京都港区新橋１－18－６ 622 3.87

　丸紅株式会社 東京都千代田区大手町1－4－2 578 3.60

　東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内1－2－1 571 3.56

　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2－7－1 560 3.49

　三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内2－3－1 378 2.35

計 － 6,656 41.45
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    277,000 － －

完全議決権株式（その他）
普通株式 15,733,000 

　　　
15,733 －

単元未満株式
普通株式     50,000 

　　
－ －

発行済株式総数 16,060,000 － －

総株主の議決権 － 15,733 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数1個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

ボーソー油脂㈱

東京都中央区日本橋

本石町四丁目５番１

２号

277,000 － 277,000 1.72

計 － 277,000 － 277,000 1.72

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 162 157 155 153 147 144

最低（円） 154 142 140 137 136 137

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人

による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,582,936 1,773,720

受取手形及び売掛金 3,123,148 3,280,382

商品及び製品 565,998 545,600

仕掛品 322,818 271,473

原材料及び貯蔵品 790,092 680,208

その他 129,287 153,060

貸倒引当金 △3,487 △3,677

流動資産合計 6,510,793 6,700,768

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 515,309 511,425

機械装置及び運搬具（純額） 1,854,094 1,951,587

土地 1,506,967 1,506,967

その他（純額） 177,627 89,057

有形固定資産合計 ※1
 4,053,998

※1
 4,059,038

無形固定資産 ※2
 10,397

※2
 13,945

投資その他の資産

投資有価証券 158,486 186,735

その他 496,052 481,084

貸倒引当金 △3,291 △3,292

投資その他の資産合計 651,248 664,527

固定資産合計 4,715,644 4,737,510

資産合計 11,226,438 11,438,278
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,896,606 2,854,406

短期借入金 1,480,800 1,410,550

未払法人税等 15,525 65,596

賞与引当金 123,394 113,391

役員賞与引当金 － 6,000

その他 522,552 472,931

流動負債合計 5,038,879 4,922,875

固定負債

長期借入金 726,650 891,750

退職給付引当金 495,092 473,891

役員退職慰労引当金 159,354 177,168

負ののれん ※2
 11,046

※2
 11,536

その他 387,083 383,689

固定負債合計 1,779,226 1,938,036

負債合計 6,818,105 6,860,911

純資産の部

株主資本

資本金 1,351,300 1,351,300

資本剰余金 814,596 814,596

利益剰余金 2,269,758 2,421,861

自己株式 △49,199 △49,106

株主資本合計 4,386,455 4,538,651

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 19,351 36,404

評価・換算差額等合計 19,351 36,404

少数株主持分 2,525 2,309

純資産合計 4,408,332 4,577,366

負債純資産合計 11,226,438 11,438,278
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 9,051,126 8,746,451

売上原価 ※1
 7,559,885 7,641,851

売上総利益 1,491,240 1,104,600

販売費及び一般管理費 ※2
 1,165,554

※2
 1,158,979

営業利益又は営業損失（△） 325,686 △54,379

営業外収益

受取利息 986 746

受取配当金 1,499 1,815

負ののれん償却額 489 489

受取手数料 16,340 737

その他 16,333 9,595

営業外収益合計 35,649 13,384

営業外費用

支払利息 24,857 23,067

持分法による投資損失 1,570 490

その他 2,770 2,028

営業外費用合計 29,197 25,586

経常利益又は経常損失（△） 332,138 △66,581

特別利益

投資有価証券売却益 230 －

役員退職慰労引当金戻入額 2,718 －

その他 1,525 191

特別利益合計 4,474 191

特別損失

固定資産除却損 1,463 4,017

特別損失合計 1,463 4,017

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

335,149 △70,406

法人税、住民税及び事業税 87,184 11,808

法人税等調整額 76,305 △6,817

法人税等合計 163,490 4,991

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △75,397

少数株主利益 233 215

四半期純利益又は四半期純損失（△） 171,425 △75,613
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 4,503,116 4,267,504

売上原価 ※1
 3,818,599 3,794,452

売上総利益 684,516 473,051

販売費及び一般管理費 ※2
 596,520

※2
 584,122

営業利益又は営業損失（△） 87,996 △111,070

営業外収益

受取利息 633 638

受取配当金 494 508

負ののれん償却額 244 244

受取手数料 15,976 384

持分法による投資利益 － 59

その他 4,395 7,662

営業外収益合計 21,744 9,498

営業外費用

支払利息 12,492 11,510

持分法による投資損失 1,000 －

その他 1,744 1,334

営業外費用合計 15,238 12,844

経常利益又は経常損失（△） 94,501 △114,417

特別利益

投資有価証券売却益 230 －

その他 1,004 72

特別利益合計 1,235 72

特別損失

固定資産除却損 1,446 4,017

特別損失合計 1,446 4,017

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

94,290 △118,362

法人税、住民税及び事業税 24,600 △37,705

法人税等調整額 27,120 19,747

法人税等合計 51,721 △17,958

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △100,403

少数株主損失（△） △423 △202

四半期純利益又は四半期純損失（△） 42,992 △100,201
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

335,149 △70,406

減価償却費 217,818 212,799

負ののれん償却額 △489 △489

退職給付引当金の増減額（△は減少） 28,345 21,201

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,352 10,003

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9,198 △17,814

貸倒引当金の増減額（△は減少） △535 △191

持分法による投資損益（△は益） 1,570 490

受取利息及び受取配当金 △2,485 △2,561

支払利息 24,857 23,067

投資有価証券売却損益（△は益） △230 －

その他の特別損益（△は益） △990 －

固定資産除却損 1,463 4,017

売上債権の増減額（△は増加） 443,972 157,234

たな卸資産の増減額（△は増加） 298,727 △181,626

仕入債務の増減額（△は減少） △73,371 62,955

未払消費税等の増減額（△は減少） △74,554 △16,429

未払費用の増減額（△は減少） △1,178 △23,239

その他 △24,776 29,717

小計 1,169,445 208,728

利息及び配当金の受取額 2,489 2,562

利息の支払額 △24,990 △22,913

法人税等の支払額 △607,084 △61,041

営業活動によるキャッシュ・フロー 539,860 127,335

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △654 △663

投資有価証券の売却による収入 330 －

有形固定資産の取得による支出 △203,665 △151,657

貸付金の回収による収入 2,220 2,220

その他 5,862 14,624

投資活動によるキャッシュ・フロー △195,907 △135,476
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △148,000 －

短期借入れによる収入 － 883,500

短期借入金の返済による支出 － △897,500

長期借入れによる収入 190,000 135,000

長期借入金の返済による支出 △203,875 △215,850

自己株式の取得による支出 △33,800 △93

配当金の支払額 △111,093 △79,109

その他 △50,000 4,410

財務活動によるキャッシュ・フロー △356,768 △169,642

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △12,816 △177,783

現金及び現金同等物の期首残高 1,447,367 1,670,602

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,434,551

※
 1,492,818
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．会計処理基準に関する

事項の変更

（1）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　　　第１四半期連結会計期間より、たな卸資産の評価方法を従来、一部の連結子会社の製品、

仕掛品は移動平均法に基づく原価法、原材料は最終仕入原価法に基づく原価法により

評価しておりましたが、親会社と評価方法統一のため、総平均法(月別)による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）に変更して

おります。

　　これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微

であります。

　 （2）企業結合に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準

第22号　平成20年12月26日）を適用しております

　　　連結子会社の資産及び負債の評価については、従来、部分時価評価法を採用しておりま

したが、全面時価評価法を採用しております。

　　これにより、損益に与える影響はありません。

　 （3）資産除去債務に関する会計基準の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　　これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はあり

ません。　

　　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式　

　及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

　第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

　　

　
　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式　

　及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

　第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

　

　
　
【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）
　

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、9,847,478 千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、9,664,970 千円で

あります。

※２　無形固定資産であるのれんと相殺した差額を記載し

ております。

なお、相殺前の金額は次のとおりであります。

※２　無形固定資産であるのれんと相殺した差額を記載し

ております。

なお、相殺前の金額は次のとおりであります。

のれん 3,123　千円

負ののれん 14,170　千円

のれん 4,009　千円

負ののれん 15,546　千円

　３．受取手形割引高は       42,483千円であります。

受取手形裏書譲渡高は、 10,686千円であります。

　３．受取手形割引高は       36,439千円であります。

受取手形裏書譲渡高は、 12,659千円であります。

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※１　第２四半期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切

下げ後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価

に含まれております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,345　千円

　　──────　

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

荷造運送費 531,297千円

給料・賞与手当 185,916 

退職給付引当金繰入額 31,094 

荷造運送費 538,212千円

給料・賞与手当 198,945 

退職給付引当金繰入額 22,885 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※１　第２四半期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切

下げ後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価

に含まれております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,345　千円

──────　

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運送費 265,060千円

給料・賞与手当  91,427 

退職給付引当金繰入額  15,825 

荷造運送費 267,095千円

給料・賞与手当  98,295 

退職給付引当金繰入額  12,125 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 1,527,670

預入期間が３か月を超える定

期預金
△93,118

現金及び現金同等物  1,434,551

　

 （千円）

現金及び預金勘定 1,582,936

預入期間が３か月を超える定

期預金
△90,118

現金及び現金同等物  1,492,818

　

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 16,060,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 277,500株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 78,915 5.0 平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金

　

EDINET提出書類

ボーソー油脂株式会社(E00430)

四半期報告書

19/25



（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自平成

21年４月１日　至平成21年９月30日）

　全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める油脂の製造及び販売事業の

割合が、いずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自平成

21年４月１日　至平成21年９月30日）

　全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める日本の割合が、いずれも90％を超える

ため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

【セグメント情報】

　　当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

　　平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める油脂部門及びその副

産物である油粕部門の製造及び販売事業の割合が、いずれも90％を超えているため、セグメント情報の記載を

省略しております。

 

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 279.16円 １株当たり純資産額 289.87円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 10.82円

潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額
－

１株当たり四半期純損失金額 △4.79円

潜在株式調整後１株当たり四半

期純損失金額
―

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 171,425 △75,613

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△)（千円）
171,425 △75,613

期中平均株式数（株） 15,847,386 15,783,016

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2.72円

潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額
―

１株当たり四半期純損失金額 △6.35円

潜在株式調整後１株当たり四半

期純損失金額
―

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 42,992 △100,201

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△)（千円）
42,992 △100,201

期中平均株式数（株） 15,785,091 15,782,859

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２１年１１月４日

ボーソー油脂株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宮崎　敬之　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田島　幹也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているボーソー油脂株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成

21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ボーソー油脂株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２２年１１月２日

ボーソー油脂株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 金城　保　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田島　幹也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているボーソー油脂株式会

社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成

22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ボーソー油脂株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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